On the thought of "Eugenics" by Genzo Ichikawa by 小川, 崇
Title市川源三の「優生学」
Author(s)小川, 崇








































































































































































































































































年齢分の知能検査を行い、 11歳の問題は全問正解、 12歳の問題は 3問正解、半分と不正解が l







































































































































3 水野前掲論文、 74頁。(ヲ|用中の rJ内は、『家庭教育指導叢書」第一輯、文部省、 1934年、 270頁。
水野による。)
4 市川源三『現代女性読本J明治図書、 1934年、 5頁。















「応用優生学J:1. I優生学第一」、 2.優生学とは何ぞや、 3. いずれの部門が最も重視されている
か、 4.人口問題と優生学、 5.低能者の隔離、 6.民衆政治と優生学、 7.第一児・第二児の問題、
8.家族加俸問題、 9.教育上に於ける応用、 10.戦争と優生学、 11.独身者と優生学、 12.禁酒問題
と優生学、 13.老人保護と優生学、 14.雛妓の救済と優生学、 15.帰農運動と優生学、 16.結婚制度の
改良、 17.性教育論、 18.優生学に対する種々な疑問と反対
「優生学J:1.素質の力、 2. 優生学の主張、 3.積極的優生運動、 4. 消極的優生運動、 5.優生
運動の重要性、 6.劣弱者の群、 7.優秀者の群、 8.結婚の自由と優生運動、 9.冨の分配と優生運
動、 10. 自由民権と優生運動、 11.都市集中と帰農運動、 12.禁酒及び廃娼、 13.人口問題と産児調節、
14.種々の非難、 15.米国断種法の成績、付録(遺伝の優性と劣性)
12 市川「応用優生学J(ー )r教育時論』第1445号、 1925年8月5日、 19頁。
13 市川「応用優生学J(ー)、 17頁。































26 市川「優生学的考察Jr教育時論j1392号、 1924年2月、 2頁。
27 市川「少年少女の入学」、 7-12頁。文中の傍点は原文による。
28 市川「少年少女の入学J13-14頁。なお、前掲の「優生学」においては、「智能等級」は、上から「俊
才、英才、秀才、才人、常人、凡庸、魯鈍、痴愚、痴呆Jの9段階に加えて l万人に l人、 10万人に 1
人の割合で「天才」があるとされる。「優生学」、 217頁。
29 前掲『優生学と人聞社会』参照。
30 市川源三「普選実現とその教育的準備Jr教育時論j1433号、 1925年4月、 5頁。傍点は原文。
31 市川「普選実施とその教育的準備」、 2-5頁。傍点は原文。
32 市川「応用優生学J(二)、 20-21頁。
33 市川「普選実施とその教育的準備」、 3頁。
34 現在、「第三者が集団の利益を優先して個人の生殖に介入する優生学 (r旧優生学j)Jは否定される傾
向にあるが、「個人(親)の利益を最優先として、自発的に行われ」、「自由な選択を保障する」という
「新優生学」が台頭している。松原洋子「優生学Jr現代思想』第28巻第3号、 2000年2月、 196-199頁。
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